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研究成果の概要（和文）：本研究は，口腔機能と心身の老化，ならびに口腔機能と健康長寿との関連を明らかにし，咀
嚼機能の維持・回復の意義を示すことを目標とした．本研究は，日本の高齢者の健康長寿に焦点を当てたプロジェクト
の一部で，歯科医だけでなく，栄養学者，心理学者，社会学者，老年医学者による学際的研究である．
70歳コホート（69-71歳）1000名，80歳コホート（79-81歳）973名，90歳コホート（89-91歳）272名の被験者に対して
，調査と分析を行った．その結果，他の主な要因を調整した多変量解析によって，咬合力は，栄養摂取，認知機能，運
動機能と有意に関連することが示された．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the association of oral function and 
health and longevity, and to show the significance of maintaining and recovering masticatory function. It 
was a part of a multidisciplinary research project focused on the health and longevity of older Japanese 
conducted not only by dentists but also nutritionists psychologists, sociologists, and geriatrics 
physicians.
We examined 1000 septuagenarians (69-71 years), 973 octogenarians (79-81 years), and 272 nonagenarians 
(89-91 years). As the results, multivariate analyses after adjusting for major confounding factors showed 
that the occlusal force was significantly related to nutrient intakes, cognitive function and motor 
function.

研究分野： 歯科医学
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１．研究開始当初の背景 
日本は世界一の長寿国であるが，重篤な疾

患や機能障害を有し，Quality of Life (QOL)の
低い状態での長寿は必ずしも望ましい状態
であるとは言えない．目指すべきは，高い心
身機能が維持されている健康長寿であり，健
康長寿社会の構築である． 
これまで北欧を中心に，歯数が余命に関連

するという報告がみられる(Osterberg T et al. 
Acta Odontol Scand. 2007, Holm-Pedersen P et 
al. J Am Geriatr Soc. 2008)．しかし，重要なの
は単なる余命だけではなく，高齢者の健康度
や心身機能であり，また，口腔機能は歯数だ
けで決まるのではない．しかし，口腔機能と
健康や長寿との関連について，評価に値する
報告は過去にはない． 
我々はこれまで，口腔機能の客観的評価法

を確立し，平成 16～18 年度ならびに平成 19
～22 年度科学研究費の支援により，主に 60
～70 歳代の高齢者において，残存歯による咬
合支持，咬合力，唾液分泌，口腔感覚などが
咀嚼能力と有意な関連があり，また歯数より
口腔機能の方が，主観的な健康感のみならず
消化器系疾患，肥満，栄養摂取や QOL など
とも関連の強いことを明らかしてきた． 
しかし健康長寿は，遺伝要因，生活環境，

社会経済要因，健康習慣，疾患とその治療歴
などが複雑に絡み合って達成できると考え
られる．老化や長寿の要因を包括的に捉える
ための大阪大学の歯学・医学・人間科学研究
科の協同チームによる学際的な研究の中で，
本研究は，口腔機能と心身の老化，ならびに
口腔機能と長寿との関連を明らかにし，咀嚼
機能の維持・回復の意義を示すことを目標と
している． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，「長寿の人は，口腔機能

が維持されているのか？」，「歯がよい人は，
健康で長生きなのか？」，すなわち口腔機能
と健康長寿との関係を，多数の高齢者を対象
にして明らかにすることである． 
住民基本台帳より抽出した地域在住の高

齢者約 2300 名を被験者とし，咀嚼能率，咬
合力，唾液分泌，味覚，口腔感覚などの口腔
機能を評価する．得られた地域高齢者のデー
タを基に口腔機能の実態を明らかにする． 
また，口腔機能と精神的・身体的老化度と

の関係を，多変量解析を用いて明らかにする．
さらに今後口腔機能と健康長寿の因果関係
を解明するため，コホート研究のデータベー
スを構築する． 

 
３．研究の方法 

70 歳コホート（69-71 歳）1000 名，80 歳コ
ホート（79-81 歳）973 名，90 歳コホート（89-91
歳）272 名の被験者に対して，調査を行った．
対象地域は，兵庫県伊丹市と朝来市，東京都
板橋区と西多摩郡とし，地域の中の特定の地
区の全住民を対象とした悉皆調査である． 

高血圧，心疾患，糖尿病，脳卒中，悪性腫
瘍の既往ならびに期間中の発症，それに関す
る服薬歴．それら被験者に対して，背景因子
としての遺伝的素因，生活環境，社会経済的
要因，健康習慣，食習慣，慢性疾患とその治
療歴とともに，検査用グミゼリーを用いた咀
嚼能率，デンタルプレスケールによる咬合力，
唾液分泌，味覚，口腔立体認知能などの口腔
機能を評価する．評価項目は，以下のとおり
である． 

 
(1) 基本属性，社会・経済的側面，ライフス

タイル 
 

(2)歯ならびに口腔機能の評価 
① 歯の状態と治療状況（歯冠修復や義歯） 
② 咀嚼能率検査（検査用グミゼリー） 
③ 咬合力検査（デンタルプレスケール） 
④ 唾液分泌速度測定 
⑤ 味覚検査 
⑥ 口腔感覚検査 
⑦ 口腔関連 QOL の測定(GOHAI)) 
⑧ 歯周組織検査 

 
(3)生活習慣病と老化の医学的評価  
① 生死 
② 問診による生活習慣病の評価 
③ 循環器系評価：血圧，超音波検査による

頸動脈壁厚（MIT，動脈硬化）測定． 
④ 末梢血分析による老化指標の評価 
⑤ 身体計測による栄養状態測定．サルコぺ

ニアの評価． 
⑥ 運動能力評価：バランス，歩行速度，立

ち上がり，ステッピング，握力，ADLを
評価 

⑦ 認知機能評価：MMSEに加え，軽度の認
知障害を判定するMontreal Cognitive 
Assessmentを用いる． 

⑧ 食事摂取頻度調査法による栄養摂取状
況：食事摂取頻度調査法調査票(BDHQ)
により15食品群と各栄養素の摂取量を求
める．  

(4)統計解析 
上記の認知･運動機能，全身疾患の発症，

動脈硬化や換気障害，血中老化物質，老化遺
伝子発現などによる心身の健康の変化(soft 
endpoint)や死亡や心筋梗塞，脳卒中 (hard 
endpoint)を評価し，ベースライン時の歯・口
腔機能との関係を解析する．観察研究に伴う
交絡因子を補正するため，解析は全て，ロジ
スティック回帰分析，重回帰分析などの多変
量解析を用いる． 

 
４．研究成果 
①咬合力と栄養 
性別と社会経済的因子を調整因子として

投入し，咬合力 3 分位の各群と各食品群・
栄養素の摂取重量との関連を，重回帰分析



を用いて検討した．その結果，緑黄色野菜
(P for trend<0.001)，その他の野菜(P for trend 
<0.001) ，ビタミン A(P for trend =0.025)，ビ
タミン B6(P for trend =0.001)，葉酸(P for 
trend =0.002)，ビタミンC(P for trend =0.003)，
ビタミン E(P for trend =0.005)，食物繊維(P 
for trend =0.008)，ナイアシン(P for trend 
=0.027)，パントテン酸(P for trend =0.005)の
摂取重量は，咬合力 3 分位の高位群が低位
群に比べて，有意に大きい傾向を認めた． 
最後に，さらに歯数を調整因子として加え，

咬合力 3 分位の各群と各食品群・栄養素の
摂取重量との関連を，重回帰分析を用いて
検討してもなお，緑黄色野菜(P for trend 
=0.029)，その他の野菜(P for trend =0.009)，
ビタミン A(P for trend =0.011)，ビタミン
B6(P for trend =0.023)，葉酸 (P for trend 
=0.037)，ビタミン C(P for trend =0.027)，食
物繊維(P for trend =0.048) の摂取重量は，咬
合力 3 分位の高位群が低位群に比べて，有
意に大きい傾向を認めた．また，ビタミン
E(P for trend =0.177)，ナイアシン(P for trend 
=0.090)，パントテン酸(P for trend =0.087)の
摂取重量と咬合力 3 分位の各群とは，有意
な関連は認められなかった． 
 

②咬合力と運動機能 
80歳群の方が，70歳群よりも最大咬合力，

全身の運動機能，ADL は低く，有意差が認
められた（握力は，男性では有意差が認め
られたが，女性では 70 歳群と 80 歳群との
間に有意差が認められなかった）． 
次に，ADL に関連する因子について検討

を行った．まず，Spearman の順位相関係数
の検定を行った結果，ADL と握力との間に
は相関を認めなかったが，ADL と下肢の運
動機能との間には有意な正の相関関係が認
められた．さらに，重回帰分析を行った結
果，年齢，性別による影響を調整したうえ
でも，下肢の運動機能は ADL と有意に関連
していた． 
続いて，下肢の運動機能に関連する因子

について検討を行った．まず，Spearman の
順位相関係数の検定を行った結果，下肢の
運動機能と，タンパク質摂取ならびに最大
咬合力との間に有意な正の相関関係が認め
られた．さらに，重回帰分析を行った結果，
年齢，性別，握力による影響を調整したう
えでも，タンパク質摂取ならびに最大咬合
力は，下肢の運動機能と有意に関連してい
た． 
最後にパス解析ならびに媒介分析を行っ

た結果，最大咬合力がタンパク質摂取を介
して下肢の運動機能に影響を及ぼす間接効
果は有意であり，さらに下肢の運動機能は，
ADL に関連した．また，このモデルは，十
分な適合度を示した． 
 

③咬合力と認知機能 
生活機能の低下が口腔内状態に与える影

響を除外するため，日常生活機能が高いレ
ベルで保たれ，自立した生活を送っている
地域高齢者を対象に，口腔機能と認知機能
との関連について検討した． 
高次生活機能の評価として，老研式活動能

力指標を用いた．統計学的分析は，対象者
から老研式活動能力指標の得点が満点の者
を抽出し，MoCA-J スコアと歯数，最大咬
合力，刺激時唾液分泌速度との相関を
Spearman の順位相関係数を用いて検討した．
次に，MoCA-J スコアを目的変数とした重
回帰分析を行った．有意水準は 5%とした． 
対象者のうち，老研式活動能力指標が満点

の者は 70 歳で 438 人(56.6%)，80 歳で 184
人(42.3%)であった．各年齢群の残存歯数，
最大咬合力は，順に，70 歳 21.3(SD=8.0)本，
80 歳 14.7(SD=9.7)本，70 歳 543(SD=332)N，
80 歳 315(SD=241)N であった．各年齢群の
平均 MoCA-J スコアは， 70 歳群では
23.1(SD=3.2)，80 歳群では 21.7(SD=3.6)であ
った．MoCA-J スコアを目的変数とした重
回帰分析の結果，調整済 R2 の値は 0.171 で
あった．性別(女性)，年齢(70 歳)，教育年数，
経済状況(ゆとりがある)，握力ならびに最大
咬合力が，MoCA-J スコアと有意な正の関
連を示した． 
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